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火災に強い地域をつくる 

１２ 延焼シミュレーションで市街地火災のリスクを知る 

対象地域で市街地火災となった場合の延焼様態を把握する為、「防災まちづくり支援システム」の「総プロ延

焼シミュレーションシステム」(以下、「延焼シミュレーション」)を用いて延焼性状を予測する。この延焼シミュレー

ションは、建造物の面積・防火性能・建造物間距離・階数・風向風速をパラメータとし、出火点を設定することで

30 分毎の延焼様態図の可視化と 10 分毎の延焼棟数の算出が可能である。 

防火性能の設定としては、外部火災に対する性能を評価し、土蔵を準耐火造として扱っている。 

 

■市街地延焼様態 

初期消火に失敗して、市街地火災に発展した場合、延焼抑制は建造物の隣棟間隔や防耐火性能に依存せざ

るを得ない。歴史的町並みでは、防耐火性能が低い裸木造建造物が占める割合が高く、市街地火災になると、

短時間に広域に燃え広がる恐れがある。一方、土蔵建造物は開口部に防火設備を設置することで延焼遮断体

として機能し得る等、延焼様態は、地区の建造物の防耐火性能に左右される。 

そこで、こうした背景を受けて成立した本地区の町並みで、市街地における延焼様態を把握すべく、先述した

延焼シミュレーションを用いて延焼動態の予測を試みた。 

嘉右衛門町地区の建物属性情報を図１、表１に示す。延焼シミュレーションを用いて延焼様態の把握を行った。

風向の設定は、近傍の小山の最多風向である「北北西」と「南南東」の２通り、風速は小山の平均風速1.5m/sの

危険側をとって 3.0m/s と設定した。出火点は、単独火災を想定し、全ての建造物を対象として行った。以降に、

延焼様態の特徴を抽出して示す。  

      表１ 建物構造分布 

 

図１ 対象地域の建物構造分布 

構造種別図

伝統的建造物群保存地区

凡例

裸木造

準耐火造

防火造

耐火造

N

耐火造 9棟 3.3% 999㎡ 3.7% 32棟 3.8% 4,302㎡ 5.7%
準耐火造 46棟 17.0% 5,292㎡ 19.9% 75棟 8.9% 9,569㎡ 12.6%
防火造 71棟 26.2% 5,757㎡ 21.6% 265棟 31.3% 22,791㎡ 30.0%
裸木造 145棟 53.5% 14,611㎡ 54.8% 474棟 56.0% 39,374㎡ 51.8%

総調査棟数

地区面積

271棟 26,659㎡ 846棟
27.2ha9.6ha

伝統的建造物群保存地区 調査地区

76,036㎡

棟数 建築面積 棟数 建築面積
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～ケース１ （伝建地区外から出火した場合（出火点 A））～ 図２、３ 

伝建地区と周囲の市街地は連続しているため、相互に延焼・類焼関係を有している。そのため、伝建地区外

から出火した場合でも、出火後 60～90 分にかけて伝建地区内に延焼が拡大する。一方、幅員７m の旧日光例

幣使街道で延焼遮断できており、出火後 70～110 分にかけて延焼が停滞しているが、出火後 120 分時には最

終的に24棟の累積焼失棟数となる。出火点付近の家屋密度が比較的低いため、初期30分程度の延焼は比較

的緩慢で、約 10 分毎に１棟ずつ延焼している。  

～ケース２ （伝建地区内で出火した場合（出火点 B））～ 図３、４ 

幅員の広い道路でも延焼遮断されない地域が存在する。幅員７m の旧日光例幣使街道によって延焼遮断が

見られる地区もあるが、出火点Bでは出火後30～60分に蛇行する本街道を超えて向かいの市街地にまで延焼

が拡大している。その為、延焼は停滞せずに拡大し、累積焼失棟数は出火後 180 分時に 60 棟まで及ぶ。延焼

速度が小さい初期の 15 分程度の間に火災を抑制できるかどうかが、延焼規模を支配する大きな要因と考えら

れる。自衛消防の強化は、延焼規模の抑制に有効であろう。 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図２ 出火点 Aにおける延焼様態図            図４ 出火点 Bにおける延焼様態図 

 

 

 

 

 

  

 

 図３ 出火点 Aにおける累積焼失棟数         図５ 出火点 Bにおける累積焼失棟数 
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